
会

告

二
〇
一
九
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び

総
会
は
、
一
一
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
よ

り
、
京
都
大
学
文
学
部
第
三
講
義
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

公
開
講
演
は
、
難
波
洋
三
、
井
谷
鋼
造
の

両
氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会

裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

弥
生
時
代
の
青
銅
器
の
原
料
金
属
の
流
通

難
波
洋
三
氏

ア
ラ
ビ
ア
文
字
刻
銘
文
資
料
と
セ
ル
ジ
ュ

ク
朝
史
研
究

井
谷
鋼
造
氏

な
お
、
大
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
定

例
の
理
事
会
・
評
議
員
会
お
よ
び
総
会
に
お

い
て
、
二
〇
一
九
年
度
会
務
報
告
が
行
わ
れ
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
九
年
度
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

弥
生
時
代
の
青
銅
器
の
原
料
金
属
の
流
通

難

波

洋

三

一
九
七
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
日
本
出
土
遺
物
の

鉛
同
位
体
比
分
析
に
よ
り
、
弥
生
時
代
の
青
銅
器

に
含
ま
れ
る
鉛
は
、
朝
鮮
半
島
系
遺
物
タ
イ
プ
↓

前
漢
鏡
タ
イ
プ
↓
画
一
的
な
前
漢
鏡
タ
イ
プ
、
と

変
化
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
主
原
料

の
銅
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
も
国
産
自
然
銅
使
用

説
と
輸
入
説
が
対
立
し
て
い
る
。
こ
の
議
論
を
深

め
る
障
害
と
な
っ
た
の
は
、
青
銅
器
の
高
精
度
の

元
素
分
析
例
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
私
は
二
〇
一
一
年
以
後
、
弥
生
時
代
の
青
銅

器
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
分
析
を
鉛
同
位
体
比
分
析
と
合
わ
せ

て
実
施
す
る
と
と
も
に
同
時
代
の
中
国
製
の
青
銅

製
品
に
つ
い
て
も
同
じ
分
析
を
実
施
し
、
銅
も
輸

入
品
で
あ
っ
た
と
の
見
通
し
を
得
た
。

出
雲
市
荒
神
谷
遺
跡
出
土
銅
剣
の
う
ち
前
漢
鏡

タ
イ
プ
の
鉛
を
含
む
も
の
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
分
析
の
結
果

を
検
討
す
る
と
、
銅
濃
度
が
高
い
ほ
ど
ヒ
素
や
ア

ン
チ
モ
ン
の
濃
度
が
高
く
な
り
、
鉛
や
錫
の
濃
度

が
高
い
ほ
ど
ヒ
素
や
ア
ン
チ
モ
ン
の
濃
度
が
低
く

な
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ヒ
素
と

ア
ン
チ
モ
ン
は
銅
・
錫
・
鉛
の
う
ち
銅
に
最
も
高

濃
度
で
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
荒
神
谷
銅

剣
の
銅
濃
度
が
八
割
余
り
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
荒
神
谷
銅
剣
に
含
ま
れ
て
い
る
ヒ
素
と
ア
ン
チ

モ
ン
の
八
割
以
上
は
銅
の
不
純
物
と
な
る
。

前
漢
鏡
タ
イ
プ
の
鉛
を
含
む
外
縁
付
鈕
一
式
末

以
降
の
銅
鐸
で
も
銅
濃
度
が
高
い
ほ
ど
ア
ン
チ
モ

ン
濃
度
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
や
は
り
ア
ン

チ
モ
ン
の
ほ
と
ん
ど
は
銅
の
不
純
物
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
朝
鮮
半
島
系
遺
物
タ
イ
プ
の
鉛
を

含
む
外
縁
付
鈕
一
式
末
よ
り
古
い
銅
鐸
で
は
ア
ン

チ
モ
ン
濃
度
が
銅
濃
度
に
関
係
な
く
〇
・
一
％
前

後
と
非
常
に
低
く
、
こ
れ
が
〇
・
三
％
以
上
で
あ

る
外
縁
付
鈕
一
式
末
以
降
の
銅
鐸
と
明
確
に
区
別

で
き
る
の
で
、
両
者
で
銅
の
産
地
が
異
な
る
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
銅
産
地
の
変
化
が
鉛

の
朝
鮮
半
島
系
遺
物
タ
イ
プ
か
ら
前
漢
鏡
タ
イ
プ

へ
の
変
化
と
連
動
し
て
い
る
の
で
、
鉛
だ
け
で
な

く
銅
も
輸
入
品
と
判
断
で
き
る
。

外
縁
付
鈕
一
式
末
以
降
の
銅
鐸
が
中
国
産
の
銅

と
鉛
を
使
い
鋳
造
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
時
の
中

国
国
内
に
お
け
る
金
属
価
格
が
わ
か
れ
ば
、
こ
の

段
階
の
銅
鐸
の
原
料
金
属
の
原
価
を
推
定
で
き
る
。

こ
れ
と
既
発
表
の
銅
鐸
製
作
総
数
の
推
算
を
合
わ
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せ
て
検
討
す
れ
ば
、
青
銅
器
や
そ
の
交
換
財
の
移

動
を
量
的
に
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ

の
成
果
は
中
国
・
朝
鮮
半
島
と
の
交
易
の
規
模
と

そ
れ
が
弥
生
社
会
に
与
え
た
影
響
、
青
銅
器
の
生

産
と
流
通
が
有
し
た
経
済
的
・
政
治
的
重
要
性
や

青
銅
製
祭
器
を
入
手
し
使
用
し
た
集
団
の
規
模
の

推
定
な
ど
に
も
役
立
つ
。

価
格
を
記
し
た
銘
の
あ
る
青
銅
製
品
、
銅
銭
の

重
量
、『
史
記
』
貨
殖
列
伝
の
記
載
な
ど
か
ら
、

前
漢
の
武
帝
の
頃
に
は
青
銅
一
㎏
の
価
格
が
五
銖

銭
三
〇
〇
銭
程
度
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
そ

し
て
、
当
時
、
脱
穀
し
て
い
な
い
穀
物
一
ℓ
の
価

格
は
平
時
で
ほ
ぼ
五
銖
銭
二
銭
で
あ
っ
た
の
で
、

青
銅
一
㎏
は
籾
約
一
五
〇
ℓ
と
等
価
と
な
る
。
よ

っ
て
、
こ
の
頃
に
作
ら
れ
た
全
高
四
〇
㎝
余
り
で

重
量
三
㎏
の
銅
鐸
の
漢
帝
国
内
に
お
け
る
原
料
金

属
価
格
は
籾
四
五
〇
ℓ
と
概
ね
等
価
と
な
る
。

銅
鐸
の
価
格
は
こ
れ
に
原
料
金
属
の
運
搬
・
入

手
経
費
、
製
作
経
費
な
ど
を
加
え
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
見
積
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
の
頃
に
は
四
国
産
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
や
石
斧

が
近
畿
や
中
国
地
方
で
多
数
出
土
し
て
お
り
、
海

上
輸
送
費
を
過
大
に
評
価
す
る
必
要
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
弥
生
時
代
後
期
に
は
銅
鏃
が
多
数

作
ら
れ
実
用
に
も
供
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
頃
に
は

消
耗
品
の
原
料
と
し
う
る
ほ
ど
銅
が
低
廉
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
当
時
の
輸
入

経
費
を
過
大
に
見
積
も
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

原
料
金
属
入
手
の
た
め
の
交
換
財
と
し
て
は
、

穀
物
、
布
、
糸
、
海
産
物
、
木
材
、
奴
隷
な
ど
が

考
え
う
る
。
中
で
も
奴
隷
は
高
価
で
、
漢
で
は
成

人
一
人
が
五
銖
銭
一
万
五
千
〜
二
万
銭
ほ
ど
で
取

引
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
奴
隷
一
人
を
楽
浪
郡

ま
で
連
れ
て
い
け
ば
青
銅
五
〇
〜
六
〇
㎏
ほ
ど
を

入
手
で
き
た
。

弥
生
時
代
後
期
の
倉
敷
市
楯
築
墳
丘
墓
の
中
心

主
体
か
ら
出
土
し
た
朱
は
約
三
二
㎏
、
出
雲
市
西

谷
三
号
墓
第
四
主
体
か
ら
出
土
し
た
朱
は
一
〇
㎏

余
り
で
第
一
主
体
か
ら
も
ほ
ぼ
同
量
の
朱
が
出
土

し
た
。
イ
オ
ウ
同
位
体
比
分
析
に
よ
る
と
、
西
谷

三
号
墓
第
四
主
体
出
土
の
朱
は
中
国
産
で
、
楯
築

墳
丘
墓
の
中
心
主
体
出
土
の
朱
は
中
国
産
と
列
島

産
の
混
合
物
で
あ
る
。
同
重
量
の
朱
と
銅
の
価
格

比
は
、『
史
記
』
貨
殖
列
伝
の
記
載
に
従
え
ば
三

〇
：
一
、
銅
の
価
格
を
本
稿
の
検
討
結
果
に
従
っ

て
一
㎏
三
〇
〇
銭
と
す
れ
ば
一
六
：
一
な
の
で
、

西
谷
三
号
墓
第
四
主
体
出
土
の
一
〇
㎏
余
り
の
朱

は
漢
帝
国
内
で
銅
一
六
〇
〜
三
〇
〇
㎏
と
等
価
と

な
る
。
西
谷
三
号
墓
に
近
い
荒
神
谷
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
三
五
八
本
の
銅
剣
の
総
重
量
は
約
一
八
〇

㎏
な
の
で
、
西
谷
三
号
墓
に
葬
ら
れ
た
王
が
用
意

で
き
る
交
換
財
で
荒
神
谷
銅
剣
の
原
料
金
属
を
入

手
す
る
こ
と
は
充
分
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
楯

築
墳
丘
墓
の
中
心
主
体
出
土
の
約
三
二
㎏
の
朱
は
、

漢
帝
国
内
で
は
銅
五
一
〇
〜
九
六
〇
㎏
と
ほ
ぼ
等

価
で
あ
る
。
吉
備
程
度
の
領
域
の
地
域
勢
力
で
あ

れ
ば
、
多
数
の
銅
鐸
を
製
作
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
っ
た
。

青
銅
器
の
原
料
金
属
入
手
の
た
め
の
長
距
離
交

易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
弥
生
時
代
の
畿
内
は

中
国
を
核
と
す
る
東
ア
ジ
ア
世
界
と
思
い
の
ほ
か

早
く
か
ら
結
び
つ
い
て
お
り
、
こ
れ
を
通
じ
て
流

入
す
る
情
報
は
こ
の
地
域
の
弥
生
社
会
を
変
革
す

る
大
き
な
動
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

同
じ
経
路
で
鉄
な
ど
を
入
手
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
っ
た
。

ア
ラ
ビ
ア
文
字
刻
銘
文
資
料
と

セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
史
研
究

井

谷

鋼

造

私
は
、
一
九
九
七
年
以
来
現
在
ま
で
紙
上
に
書

か
れ
た
手
稿
本
な
ど
の
文
献
資
料
研
究
だ
け
で
は

な
く
、
石
材
、
木
材
、
金
属
器
、
陶
製
タ
イ
ル
な
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ど
の
上
に
記
さ
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
刻
銘
文
資

料
の
実
地
調
査
と
解
読
作
業
を
続
け
て
き
た
。
研

究
成
果
の
一
部
は
既
に
発
表
し
て
い
る
が
、
今
回

の
講
演
で
は
ほ
ぼ
同
時
代
と
言
え
る
刻
銘
文
資
料

を
西
の
ア
ナ
ト
リ
ア
か
ら
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を

経
て
東
の
イ
ラ
ン
に
至
る
地
域
の
実
例
を
一
四
点
、

自
分
で
撮
影
し
た
現
物
の
写
真
を
提
示
し
て
紹
介

し
、
こ
れ
ら
の
刻
銘
文
資
料
か
ら
西
ア
ジ
ア
に
お

け
る
ム
ス
リ
ム
世
界
の
歴
史
の
流
れ
が
ど
の
よ
う

に
辿
れ
る
か
を
考
察
し
た
。

最
初
に
紹
介
し
た
刻
銘
文
資
料
は
現
在
の
ト
ル

コ
共
和
国
南
部
、
地
中
海
に
面
し
た
保
養
地
で
あ

る
ア
ナ
ム
ル
市
郊
外
の
マ
ア
ム
ー
レ
要
塞
の
も
の

で
あ
る
。
私
の
解
読
に
よ
れ
ば
、
こ
の
銘
文
は
ヒ

ジ
ュ
ラ
暦
八
五
〇
年
シ
ャ
ウ
ワ
ー
ル
月
（
一
四
四

六
・
一
二
・
二
〇
-
一
四
四
七
・
一
・
一
七
）
の

年
紀
が
あ
り
、
こ
れ
を
残
し
た
の
は
カ
ラ
マ
ン
朝

の
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
（
一
四
六
三
／
四
年
没
）
で

あ
る
。
カ
ラ
マ
ン
朝
は
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
の
滅
亡
後

ア
ナ
ト
リ
ア
中
南
部
に
勃
興
し
、
十
四
世
紀
後
半

以
来
オ
ス
マ
ー
ン
朝
に
と
っ
て
最
大
、
最
強
の
ト

ゥ
ル
ク
マ
ー
ン
系
競
合
国
家
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
銘
文
で
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
が
セ
ル

ジ
ュ
ク
朝
時
代
以
来
伝
統
的
な
支
配
者
を
意
味
す

る
ス
ル
タ
ー
ン
の
称
号
を
使
用
し
て
い
な
い
の
は
、

当
時
の
時
代
状
況
か
ら
見
て
、
カ
ラ
マ
ン
朝
が
オ

ス
マ
ー
ン
朝
ス
ル
タ
ー
ン
に
対
し
て
対
抗
心
を
明

示
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
た
。

こ
の
銘
文
の
例
の
よ
う
に
刻
銘
文
資
料
は
歴
史
の

証
言
者
と
し
て
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
な
情
報
し
か
提
供

し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
ら
を
時
間
軸

に
沿
っ
て
整
理
し
、
国
境
横
断
的
な
比
較
研
究
を

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
資
料
が
作
ら
れ
た
時
代

状
況
と
い
う
も
の
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

今
回
の
講
演
で
は
、
マ
ア
ム
ー
レ
要
塞
の
銘
文

な
ど
カ
ラ
マ
ン
朝
期
の
銘
文
（
二
点
は
カ
ラ
マ
ン

市
内
）
三
点
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
所
在
の
銘
文

（
バ
ク
ー
市
内
二
、
ゲ
ベ
レ
市
郊
外
、
グ
サ
ル
市

郊
外
）
四
点
（
う
ち
一
点
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
九
五
一

年
の
も
の
）、
イ
ラ
ン
国
内
の
タ
イ
ル
銘
文
（
エ

ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
市
内
、
ヴ
ァ
ル
ザ
ネ
市
内
、
ヤ
ズ

ド
市
内
）
三
点
、
ト
ル
コ
西
部
の
銘
文
（
エ
デ
ィ

ル
ネ
市
内
、
ブ
ル
サ
市
内
二
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
市

内
）
四
点
を
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
銘
文
が
伝

え
る
内
容
は
い
ず
れ
も
各
地
域
の
歴
史
の
点
描
で

あ
る
。

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
地
域
は
当
時
シ
ル
ヴ
ァ
ー

ン
シ
ャ
ー
フ
朝
が
支
配
を
確
立
し
て
お
り
、
こ
の

王
朝
は
オ
ス
マ
ー
ン
朝
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ナ
ト

リ
ア
や
イ
ラ
ン
の
諸
勢
力
か
ら
独
立
し
て
い
た
こ

と
が
刻
銘
文
資
料
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
イ
ラ

ン
で
は
八
五
〇
年
ズ
ル
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
二
五
日
（
一

四
四
七
・
三
・
一
三
）
に
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
の
支
配

者
シ
ャ
ー
フ
・
ル
フ
が
病
没
し
、
そ
の
後
は
彼
の

子
や
孫
た
ち
が
後
継
を
め
ぐ
っ
て
内
紛
を
開
始
し

た
。
イ
ラ
ン
の
タ
イ
ル
銘
文
は
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
作
ら
れ
、
う
ち
一
点
（
ヤ
ズ
ド
市
内
）
は
テ

ィ
ム
ー
ル
朝
の
勢
力
が
内
紛
の
た
め
に
衰
退
し
た

後
一
時
的
に
抬
頭
し
た
ト
ゥ
ル
ク
マ
ー
ン
系
カ

ラ
・
コ
ユ
ン
ル
朝
の
支
配
者
ジ
ャ
ハ
ー
ン
・
シ

ャ
ー
フ
（
一
四
六
七
年
没
）
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

オ
ス
マ
ー
ン
朝
時
代
の
刻
銘
文
は
ム
ラ
ー
ド
二
世

（
一
四
五
一
年
没
）
の
晩
年
か
ら
ム
ハ
ン
マ
ド
二

世
時
代
初
期
の
も
の
で
あ
り
、
オ
ス
マ
ー
ン
朝
は

ム
ハ
ン
マ
ド
二
世
の
下
で
、
一
四
五
三
年
に
コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
征
服
を
成
し
遂
げ
て
、
十

五
-
六
世
紀
に
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
両
翼
と

す
る
大
帝
国
を
形
成
す
る
に
至
る
軌
跡
が
刻
銘
文

資
料
の
中
で
も
追
求
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

私
の
研
究
の
主
な
対
象
で
あ
る
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝

時
代
に
つ
い
て
、
広
範
囲
に
わ
た
る
刻
銘
文
資
料

が
残
っ
て
い
な
い
た
め
に
時
代
状
況
の
把
握
は
上

記
と
同
様
に
は
で
き
な
い
が
、
イ
ラ
ン
方
面
の
セ

ル
ジ
ュ
ク
朝
支
配
時
代
に
刻
銘
文
資
料
が
ほ
と
ん

ど
残
っ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
ア
ナ
ト
リ
ア
中
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央
部
を
本
拠
と
す
る
ル
ー
ム
の
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝

（
一
〇
七
五
-
一
三
〇
八
）
時
代
に
は
墓
碑
銘
を

含
む
、
多
く
の
刻
銘
文
資
料
が
残
っ
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
内
容
を
正
確
に
解
読
し
て
手
稿
本
資
料
な

ど
と
対
照
す
る
こ
と
で
詳
細
な
局
地
情
報
を
得
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
各
地
の
ア
ラ
ビ
ア
文
字
刻

銘
文
資
料
を
十
二
-
二
〇
世
紀
の
時
代
状
況
の
変

遷
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
解
読
、
考
察
す
る
こ
と

で
、
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
と
い
う
時
代
の
特
性
を
際
立

た
せ
る
こ
と
も
出
来
る
。
こ
れ
ま
で
の
私
の
研
究

成
果
と
し
て
、
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
は
十
三
世
紀
半
ば

過
ぎ
ま
で
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
ハ
リ
ー
フ
ァ
と
の
関

係
を
特
に
重
視
し
、
ス
ル
タ
ー
ン
と
シ
ャ
ー
ハ
ー

ン
シ
ャ
ー
フ
（
諸
王
の
王
）
を
称
号
と
し
、
テ
ュ

ル
ク
系
の
王
朝
で
あ
り
な
が
ら
刻
銘
文
資
料
上
で

は
テ
ュ
ル
ク
と
い
う
語
を
使
用
す
る
こ
と
が
な
か

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
刻
銘
文
資
料
上
で
ル
ー

ム
の
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
に
特
有
の
支
配
者
称
号
は

「
ふ
た
つ
の
海
の
ス
ル
タ
ー
ン
」
で
あ
り
、
こ
の

称
号
は
一
二
一
六
年
以
降
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
四

人
の
ス
ル
タ
ー
ン
が
使
用
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
刻
銘
文
資
料
上
で
の
使
用
例
を
九
点

確
認
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
ふ
た
つ
の
海
と
は
、

ア
ナ
ト
リ
ア
の
南
北
に
位
置
す
る
黒
海
と
地
中
海

を
意
味
し
、
そ
れ
ま
で
は
海
洋
へ
の
関
心
が
薄
か

っ
た
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
が
海
洋
へ
の
進
出
を
意
図
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
点
で
、
後
の

オ
ス
マ
ー
ン
朝
の
海
上
進
出
へ
と
つ
な
が
る
画
期

的
な
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
〇
一
九
年
度
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
記
録

二
〇
一
九
年
度
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
は
、

一
一
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
、
京
都
大
学

文
学
部
第
三
講
義
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
田
中
和
子
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
谷
口
淳
一
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶
務
・

編
集
・
会
計
・
後
方
に
関
す
る
報
告
・
審
議
が
な

さ
れ
た
。

庶
務
（
金
澤
周
作
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
役
員

の
交
替
お
よ
び
会
員
数
の
動
向
、
そ
し
て
『
史

林
』
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
化
の
進
行
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
加
え
て
、
四
月
一
八
日
（
土
）
午
後
一
時

よ
り
京
大
文
学
部
第
三
講
義
室
を
会
場
と
し
て
行

う
来
年
度
の
例
会
テ
ー
マ
を
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

編
集
（
上
島
享
常
務
理
事
）
か
ら
は
、『
史
林
』

の
刊
行
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

会
計
（
谷
川
穣
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇
一

八
年
度
決
算
お
よ
び
二
〇
一
九
年
度
予
算
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

広
報
（
塩
出
浩
之
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
例

会
・
大
会
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
作
成
と
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
管
理
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

以
上
の
報
告
は
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

大
会
で
は
、
次
の
二
本
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

難
波
洋
三
氏

「
弥
生
時
代
の
青
銅
器
の
原
料
金
属
の
流
通
」

井
谷
鋼
造
氏

「
ア
ラ
ビ
ア
文
字
刻
銘
文
資
料
と
セ
ル
ジ
ュ
ク

朝
史
研
究
」

講
演
者
紹
介
と
司
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
吉
井
秀
夫

理
事
と
磯
貝
健
一
理
事
が
つ
と
め
た
。
講
演
内
容

は
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

公
開
講
演
の
の
ち
、
金
澤
周
作
理
事
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
て
会
を
終
了
し
た
。

（
文
責

金
澤
周
作
）

史
学
研
究
会
会
則

(二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
日
改
正
)

第
一
条

本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条

本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
内
に
置
く
。

第
三
条

本
会
は
広
く
歴
史
に
関
心
を
持
つ
者
が

集
ま
り
、
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
に
関
す
る

研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

245 (245)




